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陰 嚢 内 仮 性 嚢 胞 の1例
埼玉医科大学泌尿器科学教室(主任 ：岡田耕市教授)
坂 本 修 一
沼 秀 親
岡 田 耕 市
A CASE OF INTRASCROTAL PSEUDOCYST
Syuichi SAKAMOTO, Hidechika  NUMA and Koichi OKADA
From the Department of Urology, Saitama Medical School
(Director: Prof. K. Okada)
   A 37-year-old male visited our hospital with the chief complaint of a mass about the size of 
a hens egg in the right scrotum. Before hospitalization, he had noticed the abnormal intrascro-
tal mass. The mass gradually enlarged with pain, so he was admitted on May 23, 1982. 
Under the diagnosis of intrascrotal tumor, the mass was removed. It was a cyst with 
enriched geratinoid contents enclosed with thick granulation tissue and adhered to the tunica 
vaginalis externally. Pathological findings revealed it to be an intrascrotal pseudocyst. 
   Discussion is made in relation to the histological genesis of this lesion.
Key words: Pseudo cyst, Intrascrotal tumor
緒 言
陰嚢内に発生する腫瘤は比較的まれなものであ り,
その大部分は睾丸 副睾丸,精 索より発生するが,こ
れらとは解剖学的関係がなく発生した仮性嚢胞の1例
を経験したので若干の考察を加えて報告する.
症 例
,剋i者37歳,男1刈三,プく「1二
初診:1982年7月23日
主訴:お 陰嚢内腫瘤
家族歴1特 記すべ きことなし
既往歴 外傷,感 染症の既往なし
現病歴:以 前より右陰嚢内に弾性軟で母指頭大の腫
瘤を触知していたが,そ のまま放践していた.1982年
7月2111,突然右下腹部痛,39℃の発熱,膚 陰嚢の有
痛性腫脹を来 した.近 医にて急性副睾丸炎の診断のも
とに投薬を受けるも軽快せず当科受診す,
現症:身 長164cm,体[丘54kg,全身状態の視診で
は異常を認めない.胸腹部理学的所見に特記すべきこ
となし.右陰嚢は小児手拳大に腫脹し,種瘤は外側か
ら右睾丸を中央側へ圧排 しており,周囲組織と癒着し
可動性に乏 しかった.ま た陰嚢皮膚に発赤は認めない
(Fig.1).右睾丸 副睾丸は触知可能であったが精索
は明らかでなかった.左 睾丸,副睾丸,精 索には特に
異常を認めなかった.な お腫瘤の透光試験は陰性であ
・)た.
入院時検査成績:末 梢血において白血球数11,300!
mm3,血液像で核の左方偏位を認めた.検 尿,血液生
化学,血 清電解質に異常なし.
X線検査成績:胸 部X線写真,排 泄性腎孟造影で異
常なし.
超音波検査成績=transversescanにて右睾丸とは
企く別に嚢腫状の腫瘤が認められ,壁 は肥厚しており
その内部に は中隔も認め られ た(Fig.2,上段,下
段).
乎術所見 ・同年7月29FI,右陰嚢内腫瘤の診断のも
とに腰椎麻酔下に手術を施行した.腫瘤は睾丸固有鞘
膜と下端で癒着していたが容 易に剥離可 能であった
(Fig.3,上段,下 段).
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Fig.3.手術所見:腫瘤は右睾丸固有鞘膜と容易に剥離できた
ゐドリ う 　 なし
饗 雛 、`F
,/
槻.
　
鰹蝕
＼ ・ 風 獅`ノ
卿 ・占耽
鰐
書
F五9,4. 摘出標本の割面:肥 厚した壁と,
と出血を認める
内腔にゲラチン様の液体
i」%/
:c..x
喀'
鑑
坂本 ・ほか:陰 嚢内仮性嚢胞
乞
'〃
ド'蛎 ク
ズ ル リほ
ウに び
灘騨・屍
塗 、.・4フ ・
耀 難 幽/
max;
。・撚'乞,?ξ` .
り
欝劉1ガ=・ ・
,ド「
Fig.5.病理組織所見(×40):壁は主として線維性の肉芽組織より
成 り立ってお り,その内面には明らかな被覆細胞は認めら
れない
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腫瘤の上端部は外鼠径輪まで連続 していたが,そ こで
先細 りとなり盲端状を呈して終っていた,右 睾丸固有
鞘膜を開いて睾丸 副睾丸 精索に異常のないことを
確認したのち,睾丸水瘤軽度認められたためWinke-
]mann氏法を併せて行い手術を終了した.
摘出物所見1重量70g,大きさ鶏卵大の弾性軟の嚢
状腫瘤であった,そ の割面は肥厚した壁と,非常に粘
調度の強いゲラチン様の内容物からなっていた(Fig.
4).細菌培養,細 胞診とも陰性であった。
組織学的所見 ・内面にfibrin沈着と出血を伴 う嚢
胞であった.そ の壁は主として線維性の肉芽組織か
ら成 り立ってお り,中皮細胞や 内皮細胞などの被覆
細胞は認め られ なかったため仮性嚢胞と診断された
(Fig.5).
考 察
陰嚢内に発生する腫瘤はそのほ とんどが睾丸 副睾
丸 精索よ り発生するがそれ以外は極め てまれ であ
る.陰嚢内に発生した嚢胞は,1845年,Cooper1)が
4例を報告したのに始ま り,その後1929年,Frater2)
が剖検時に偶然発見された1例 を報告している.また
発生頻度 では1952年,Arcadia)がJohnsHopkins
Hospitalにおけ る約46,000例の外来症例において
3例にみられたにす ぎないと報告 している.そ の後,
陰嚢内嚢胞に関する多数の報告があるが,いずれも嚢
胞の解剖学的位置関係や組織学的な記載が必ず しも明
確ではない.
今回,わ れわれは陰嚢内嚢胞性疾患をTable1の
ごと く分類 し本症例との関連につき考察を行った.
Table1.陰嚢内嚢胞性疾患の分類(た だし,睾丸,
副睾丸,精 索より発生したものは除 く)
先天性 ・
後天性 ・
・腹膜由来の嚢胞
陰嚢縫線嚢胞
真性粉瘤一[盤 農
'仮性粉瘤]=欝 轟購1
嚢胞、
陰嚢内には先天性嚢胞の他に後天性の皮脂腺嚢胞(今
日では毛髪嚢胞とい う)と外傷性上皮嚢胞の存在が記
されてお り,後天性のほ うが一般的であるとい うの
(Table1).
自験例においては以前より陰嚢内に腫瘤を触知 して
いたというが,果 たして先天性の嚢胞か.本 症例は臨
床上,明 らかに局所の疹痛を伴い高熱を発してお り炎
症所見が摘出術のきっかけとなった.そ の発生部位の
解剖学的位置関係や組織学的所見から発生母地及び病
因論については明確に示すことは困難である.
本邦における報告例は調べえた限 りでは見い出せな
い.わ ずかに類似例の報告を4例 認めた5-8).いずれ
も陰嚢内に発生した先天性嚢胞であ り,部位は陰嚢内
ではあるが睾丸 副睾丸,精 索とは関係がなく総鞘膜
外に発生している.組織学的検索によると表皮及び真
皮乳頭層を壁とす る上皮嚢胞が3例5-7),全皮膚層を
壁 としこの壁に皮膚付属器官をそなえる皮様嚢胞が1
例R)であった.
しかし自験例では壁は肉芽組織で成 り立っており,
内面に明白な被覆細胞が認められずまた皮虜付属器官
を思わせる所見もないため仮性嚢胞と診断したが発生
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母地は不明であった.
いっぽ う,嚢胞形成の原因については従来より種々
の仮説がある.すなわち,1)貯 留説,2)炎 症説,
3)外傷説,4)リ ンパ管拡張説,5)先 天異常説,
6)原閃不明などであるが3),いまだ明らかな機序は
解明され ていない.そ の中で も外傷に起因す る嚢胞
は,いわゆる仮性嚢胞であり明らかな上皮で覆われる
ことカミオ£いという9).
1979年,Inczeら10)は仮性嚢胞と思われた副腎嚢胞
を霞顕で詳細に観察 し,リンパ管内皮細胞を認めたこ
とにより,仮性嚢胞は外傷を受けたり出血を繰 り返す
ことにより嚢胞壁の内皮細胞が膠原線維に置き換って
できたものであると主張している,自験例においては
外傷の既往 もないし,局所の炎症が繰 り返された既往
もない.た だし摘出物の内壁から膠原線維が発見され
ている.したがって同様の発生機序が存在したのでは
なかろうか と考えられた,
結 語
37歳男子の陰嚢内で総鞘膜外に発生した仮性嚢胞の
1例を報告した.著 者の調べえたかぎりでは本邦に同
一報告例を見い出しえなかった.
本症例の要 旨は第428回日本泌尿器科学会東京地方会にお
いて発表 した.
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